
四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

特集

四国中央市の秋祭り

消費税の軽減税率制度

農業委員・農地利用最適化推進委員募集

議会だより

四国中央市データ

　　9月末日現在（前月比）

人口  男　42,273人 （-62）

　　  女　44,299人 （-36）

　　  計　86,572人 （-98）

世帯　38,870世帯　 （-11）
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令和元年令和元年

表紙：11 月中旬まで見頃の塩塚高原（新宮町）のススキ〔10/20（日）撮影〕
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天皇陛下御即位奉祝運行
　10 月 22 日は、例年三島地区太鼓台による統一かき比べが開催されていましたが、今年は天皇陛下が即位
を宣言される「即位礼正殿の儀」に合わせ、三島地区・寒川豊岡地区の計 19 台の太鼓台が集結し、天皇陛下
の御即位をお祝いする奉祝運行を行いました。

　新宮地域では、10 月 9 日から 11 月 3 日の間、町内７神社でそれぞれ秋祭りが開催されます。



消費税軽減税率電話相談センター

0120-205-553
受付時間　9時～ 17 時（土日祝除く）

　10 月 1 日から消費税率が 10% に引き上げられると同時に、「酒類・外食を除く飲食

料品」と「定期購読契約が締結された週2回以上発行される新聞」には、軽減税率（8％）
が適用されています。軽減税率の対象となる飲食料品の範囲は以下のとおりです。

消費税の
軽減税率制度について

10 月から

消費税は

10％

一体資産
医薬品・

医薬部外品など

軽減税率対象　8％

標準税率対象 10％

ケータリングなど

有料老人ホーム

などで行う

飲食料品の提供

飲食料品
（食品表示法に規定する食品）

＝
人の飲用または

食用に供されるもの

※一定の一体資産は、
飲食料品に含まれます

事業者のみなさんへ
　軽減税率制度のもとでは、複数の税率に対応した経理が必要です

対象品目の売上げ・仕入れの
両方がある課税事業者

免税事業者

売上げや仕入れについて、取引ごとの税率
により区分経理を行うことや、区分記載請
求書などを交付する必要があります。

仕入れ（経費）について、取引ごとの税率
により区分経理を行うなどの対応が必要
となります。

課税事業者との取引に際しては、課税事業者が仕入税額控除を行うなどの
ため、区分記載請求書などの交付などの対応が必要になる場合があります。

どちらも、消費税の仕
入税額控除の適用を受
けるためには、区分記
載請求書など及び帳簿
の保存が必要です。

対象品目の売上げがなくても、対象品目
の仕入れ（経費）がある課税事業者

※一体資産のうち、税抜価額が 1万円以下であり、
かつ、食品の価額の占める割合が 2/3 以上の場合に
限り、全体が軽減税率の対象

国税庁特設サイト

より詳しく知りたい方は 最寄りのお問い合わせ先

個人課税部門　　　24-5412

法人課税第一部門　24-5413

酒　類

テイクアウト・

宅配など
外　食

食品と食品以外のものがセットで一つの商品
であるもの。【例】紅茶と食器のセットなど

※ 13 ページに関連記事

伊予三島税務署



　「農業委員会等に関する法律」
に基づいて設置された行政委員
会であり、農地法に基づく許可
や、農地などの利用の最適化（担
い手への農地利用の集積・集約
化、遊休農地の発生防止・解消、
新規参入の促進）の推進を目的
とした活動を行っています。

農業委員会とは

　農地法に基づく農地の権利に
係る許可などに関した審議や、
遊休農地の発生防止・解消に向
けての調整を行
います。

　担当する区域で、担い手農家
への農地利用の集積、遊休農地
の発生防止・解消など、農地な
どの利用の最適化の推進に向け
て活動を行います。

農業委員とは 農地利用最適化推進委員とは

四国中央市
農業委員会

農業委員及び
農地利用最適化推進委員を募集します！

農業委員 農地利用最適化推進委員

対　象
○市の職員でない方
※市内に住所を有する方を基本とします

○市の職員でない方
○市内に住所を有する方

主たる
業務内容

○農地法の規程による農地利用に関する許認可・
　進達
○市長の諮問への答申、違反転用などの是正指
　導
○遊休農地の発生防止及び解消に向けての調整
○毎月の農業委員会総会への参加

○担い手への農地利用の集積の調整
○耕作放棄地の発生防止・解消に向けての調整
○農地法の規程による申請及び届出にかかる現
　地調査
○毎月の農業委員会総会への参加

募集人員 19 名（利害関係のない方 1名を含む）
25 名（市内各地区から選出。地区割りは市ホー
ムページに掲載します）

任　期 3 年（令和 2年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日）

報　酬 月額 22,000 円

募集期間 11/11（月）～ 12/10（火）8：30 ～ 17：15（土・日・祝日を除く）　※郵送の場合も 12/10 必着

応募方法

○応募は、農業者 3人からの推薦、団体からの推薦または自薦によります。
○応募用紙（推薦届、応募届）に必要事項を記入のうえ、持参または郵送で農業委員会事務局
　へ提出してください。
※応募用紙は、農業委員会事務局に備え付けています。また市のホームページからダウンロード
することもできます
※農業委員と農地利用最適化推進委員両方に、推薦・応募は可能ですが、両方を兼務すること
はできません

応募先
農業委員会事務局　28-6050
〒 799-0422　中之庄町 1684-16（農業振興センター 2階）

応募状況の

公　　　　表
応募の状況や結果については、市ホームページで公表します（候補者住所以外の項目）。

農業委員会事務局　28-6050

募集要項　【募集期間：11/11（月）～ 12/10（火）】



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

インスタレーション

「紙のまち」（無料）

11/20（水）～11/24（日）

9：00～ 22：00

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

エントランスホール

　東予東部圏域で初めて開催された地域振興イベント「えひめさんさん物語」。6つの物語を中心にさまざまなイベント

が繰り広げられましたが、いよいよ、その壮大な物語の最終章が開催されます。

11/24（日）13：30 ～ 16：00

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）　大ホール

※小ホールでの展示は 11/23（土・祝）～ 11/24（日）

コスチューム・アーティストのひ
びのこずえさんが描き下ろした巨
大な本市のイメージや、サーカス
で実際に使われる衣装・小道具・
音楽による巨大なアートインスタ
レーション（芸術表現としての空
間展示）が行われます。

パネルディスカッション、コアプログラム・チャレンジプログラム写
真展、川之江高校書道部・三島高校書道部合同チームによる書道パ
フォーマンスなど

  令和元年度　四国中央市文化協会文化祭  無料

【前期】

展示の部

11/29（金）～ 12/1（日）
9：00 ～ 17：00（12/1 は 16：00 まで）
お茶席（和室）

11/30（土）10：00 ～
芸能の部（大ホール）

12/1（日）10：00 ～ 16：00

こども未来体験教室

　高校生まで
　当日受付
○茶道体験
11/30（土）10：00 ～ 15：00
　30 名
○華道体験
12/1（日）10：00 ～ 15：00
　10 名

　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

　市文化協会事務局（文化・スポーツ振興課内）　28-6043

場

【後期】

展示の部

12/6（金）～ 12/8（日）
9：00 ～ 17：00（12/8 は 16：00 まで）
お茶席（和室）

12/8（日）10：00 ～
芸能の部（大ホール）

12/8（日）10：00 ～ 15：00

こども未来体験教室

　高校生まで
　当日受付
○茶道体験
12/8（日）10：00 ～ 15：00
　30 名
○華道体験
12/8（日）10：00 ～ 15：00
　10 名

　観光交通課　28-6187

【開館時間】9：00 ～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6325

「近藤悳
と く し

志作品展」

11/12（ 火 ）13：00 ～ 11/17（ 日 ）

15：00　企画展示室

創元会会員の近藤悳志さんが描い
た水彩・油彩画約30点を展示しま
す。

暁雨館の催し　　無料

「こどもの似顔絵かきます」

上記期間中、近藤悳志さんがこど
もの似顔絵を描きます。
※11/15（金）は13：00～ 17：00
※お待ちいただく場合があります
のでご了承ください



しこちゅ～ホール開館記念事業（1月～ 3月）
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）　59-4510場

2/29（土 )14：00 ～

 （開場 13：30）

友の会先行販売

12/4（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※友の会については、しこちゅ～ホー
ルのホームページをご覧ください
一般前売販売

12/11（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、
ユーホール（土居文化会館）、明屋書
店（川之江店・MEGA 西の土居店・新
居浜松木店・川東店）、ミュージック
センターオオサカヤ、ハイスタッフ
ホール（観音寺市民会館）、フジグラ
ン川之江、ローソンチケット（Lコー
ド：61521）

      オーケストラ公演
大阪フィルハーモニー
交響楽団

一般 3,000 円、高校生以下 1,000 円
（当日券は 500 円増）　

1/12（日）

※観覧募集など詳しくは、広報 12
月号でお知らせします

NHK 公開番組
みんな DE ど～も君 !

英語カフェ③　要申込

11/24（日） 15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

カジュアルな雰囲気で自由な話題
を英語で話しませんか。
高校生以上
15名
11/21（木）まで
一般500円、会員200円
ダニエル・クルーズ（市 CIR）、市
ALT

　市国際交流協会　28-6014
※別途飲食代が必要です

2/9（日）

※詳しくは、広報 12 月号でお知ら
せします

坊っちゃん劇場公演

3/28（土）

※詳しくは、広報 1 月号でお知らせ
します

室内楽コンサート
宮川彬良＆アンサンブ
ル・ベガ

3/21（土）、3/22（日）

しこちゅ～まんなか
フェス

ひと・まち・文化の交流事業とし
て、ワンワンとあそぼうショー (22
日のみ )や演劇発表会、マルシェ
などさまざまなジャンルのイベン
トを実施します。

農作物展示・販売（地方発送）、
紙加工品展、赤石五葉松盆栽展、
海産物など販売、フリーマーケッ
ト、各種バザーなど

16 日（土）11：00 ～体育館前、
15：00 ～ジャジャうま広場
17 日（日）10：00 ～ジャジャう
ま広場、14：00 ～体育館前

17 日（日）14：10 ～体育館前
農業振興課　28-6323

1 回あたり 15 名（各日 3回開催）

11/8（金）まで
苔玉づくり　　1,000 円
ミニ盆栽体験　2,000 円

　赤石五葉松盆栽組合
　090-6288-2862（鈴木）

11/16（土）10：00 ～ 16：00

11/17（日）  9：00 ～ 14：45

伊予三島運動公園体育館

JA うまジャジャうま広場

もち投げ　※荒天時は中止

農作物せり市

第 15回四国中央市産業祭
＆第 22 回 JA うまグリー
ンフェスタ

産業祭で使用済み小型電子機器の

回収を行います

産業祭会場で、使用済み小型電子機
器（デジタルカメラ、ビデオカメラ、
携帯電話、携帯用テレビ、ゲーム機、
電卓など）を無料回収します。
※データ消去が必要な場合は、ご自
身で消去したうえでお持ち込みくだ
さい
生活環境課　ごみ減量推進係
　28-6015　　28-6059

みしま児童センター
もちつき大会　　　無料

12/1（日） 9：00 ～

みしま児童センター

地域の方とふれあい、楽しい一日
を過ごしませんか。親子で、友達と、
お気軽にご参加ください。
みしま児童センター　28-6072

えひめさんさん物語チャレンジプログラム

苔玉づくり＆ミニ盆栽づくり体験
要申込

※作品はお持ち帰りできます

※苔玉づくりは当日受付もありま
す（若干名）

※ JA うまジャジャうま広場では、
市特産の里芋「伊予美人」を使った、
いも炊きを販売します

※未就学児入場不可
※詳しくは、広報 2 月号でお知らせ
します



　体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要。誰でも参加できます
　乳児保育所こども村　56-1310

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

12/ 5（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

12/10（火）川之江図書館 おはなし主体

12/17（火）妻鳥保育園 0歳児主体

親子ふれあいあそび
無料

12/15（日）13：30 ～ 17：00

（受付 13：00 ～）

福祉会館 4階　多目的ホール

食べ放題のスイーツビュッフェを
楽しみながら、たくさんの方とお
話しができるパーティです。
20 ～ 35 歳くらいまでの独身の方
男女各 30 名（応募者多数の場合
抽選）※最少催行人数 40 名
男性 3,000 円、女性 2,500 円
12/2（月）まで

えひめ結婚支援センター
0897-47-4853
touyo3@msc-ehime.jp

恋するスイーツパーティ
in 四国中央市　宇摩法人
会 Vol.16　～ 60 人の男女
が出会う X'mas Party ～

11/30（土）9:00 ～ 17：10 頃

集合場所　新居浜駅

瀬戸内運輸（今治市）のほか、フェ
リー、トラック運送会社を見学し
ます。
運輸業界、トラック、バスなどに
興味のある方　※高校生以上
30 名（先着順）
筆記用具
11/15（金）まで
電話または、観光交通課に備え付
けの申込用紙に必要事項を記入の
うえファクスで申し込むか、下記
の QR コードからお申し込みくだ
さい。

　愛媛県公共交通人材確保緊急対
策事業事務局　089-913-7075
089-913-7078

運輸のお仕事
魅力発見バスツアー 無料

12/15（日）9：00 ～（受付 8：20 ～）

アリーナ土居（土居総合体育館）

選手 6名（うち女性 2名以上）

選手 6名（うち女性 2名以上）

男子・女子　選手 8名

男子・女子　選手 8名
市内在住または在勤の方
12/4（水）まで
　伊予三島運動公園体育館
28-6071

地区対抗の部

一般男女混合の部

小学 5・6年生の部

小学 4年生以下の部

第15回四国中央市
綱引き大会　　　要申込

1/12（日）8：15 ～受付

関川河川敷ふるさと広場

一般の部 /男子（高校生～ 44歳）・
男子（45歳～ 59歳）・男子（60歳
以上）・女子（高校生以上）

一般の部/男子・女子（中学生以上）

一般の部/男子・女子（中学生以上）
小学 5・6年生の部 /男子・女子
小学 3・4年生の部 /男子・女子

ジョギングの部（フリー）
一般2,500円、高校生1,000円、小・
中学生及びジョギングの部 300 円

伊予三島運動公園体育館、川之江
体育館、各公民館に備え付け、ま
たは市スポーツ協会ホームページ
に掲載の参加申込書と参加料を添
えて下記までお申し込みください
（現金書留、郵便小為替でも可）。
11/25（月）17：00 まで（火曜日
は休館）　※当日消印有効
　市スポーツ協会（伊予三島運動
公園体育館内）　28-6071
〒 799-0422　中之庄町 1665-1

2 ㎞

10 ㎞

5 ㎞

3 ㎞

第 33回新春やまじっこ
マラソン大会　　要申込

しこちゅ～
紙と神の物語　要申込

11/16（土） 10：00 ～（約 3時間）

集合場所　ルミエール（三島中央）

ガイドの案内で興願寺、三島神社、
中通商店街などを巡りながら、本
市の歴史を学びませんか！
小学生以上
15名（最少催行人数 2名）
11/13（水）17：00まで
2,000円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

夢彩祭（ゆめいろフェス）

11/23（土・祝） 10：00 ～ 15：00

伊予三島商店街　

※駐車場は港記念公園

グルメや雑貨など、約 60 店が出
店！スタンプラリー、ミニライブ、
仮装コンテスト、アニマルパーク、

「夢のハート」を完成させよう！、
1日限りの「紙のレストラン」、紙
のアート作品の中でスペシャルラ
ンチ（要予約）など。詳しくはブ
ログ（QRコード）をご覧ください。

「紙のレストラン」申し込み
Swee T omato　080-3163-9443

夢小町実行委員会
090-2787-5051　（片山）

※申込状況により締切日前に受付終
了する場合があるので、お早めにお
申し込みください
※詳しくは、えひめ結婚支援セン
ターのホームページ（QR コード）を
ご覧ください

※保険料を含む



「災害時における物資輸送等に関する
協定」を締結9/24

　市は、災害時における物資輸送等に関する協定を四

国中央地区トラック協会（西岡斉会長）と締結しました。

この協定により、物資調達から物資輸送に至るまでの

スムーズな体制を確立し、有事の際には、迅速かつ円

滑な被災住民への物資輸送が図れることとなります。

8/3 観月会

　土居町入野の暁雨館で開催しました。ライトアップ

した庭園に設けられたお茶席で、夜風を浴びながらお

茶を頂き、お月見を楽しみました。また、館内ではフルー

ト、電子ピアノ、バイオリンによる演奏会も開催され、

多くの来場者が秋の夜長を楽しみました。

9/13・14 9/14
えひめさんさん物語チャレンジプログラム

「おやまでのんびりハンモックの会」

　市内を一望できる翠波峰で、せとうち Hanging Club

が開催し、参加者は心地よい風に吹かれながら、用意

されたハンモックで昼寝をしたり、おいしい外ごはん

とカフェタイムを楽しんだりしました。

9/25
全国中学校高等学校
選抜ゴルフ選手権大会で優勝

　香川大樹さん（三島中央・香川西高校 2 年）が、栃

木県で開催されたゴルフの全国大会「第 1 回 ISPS ハン

ダ全国中学校高等学校チャレンジマッチプレー選手権

大会」で優勝し、初代チャンピオンに輝いたことを市

長に報告しました。

9/23 きん枝 改メ 四代桂小文枝襲名披露公演

　しこちゅ～ホールで開館記念事業として開催されま

した。桂三幸さん、月亭八方さん、桂文枝さん、桂米

團治さん、桂小文枝さんという、そうそうたる顔ぶれ

の落語に、観客席は笑いの渦に包まれていました。

9/25 株式会社本田洋行が防災グッズ大賞を受賞

　大阪市で開催された一般社団法人災害防止研究所に

よる防災グッズ展において、自社が開発した人差し指

にかぶせる指サック型の歯磨きシート ｢ 指型歯磨き

シート　フィンガーウェッティー」が生活日用品部門

で大賞を受賞したことを市長に報告しました。



9/29
えひめさんさん物語チャレンジプログラム

「ブッシュクラフト～遊んで学ぶサバイバル術～」
第 16 回健康まつり10/5

　保健センターで開催され、1 階では総合健診が、2 階

では、救命講習や健康度チェックなどのほか、四国中

央医療福祉総合学院や愛媛大学地域医療再生学講座な

どのコーナーが設けられ、参加者は健康にまつわるい

ろいろな催しを楽しみました。

　新宮少年自然の家で開催され、約 40 人が参加しまし

た。WILD AND NATIVE 代表の川口拓さんを講師に迎え、

「災害時に自分や大切な人を守るために知っておくこ

と」と題した講演を聞いた後、ロープワーク、ナイフワー

クなど、ブッシュクラフト術を楽しく学びました。

9/26
全日本ジュニア空手道選手権大会
出場報告

　今井琴
こ と り

梨さん（三島高校 2 年）が、4 月に香川県で

開催された四国地区選抜大会高校女子 55 キロ未満の部

で優勝し、11 月に東京都で開催される「第 13 回 JKJO

全日本ジュニア空手道選手権大会」に出場することを

市長に報告しました。

9/27
「ジュニアオリンピック陸上競技大会」及び
「科学の甲子園ジュニア全国大会」出場報告

　川之江南中学校の大西修平さん（3 年）、大野龍
りゅうのすけ

之祐  

さん（3 年）が、「第 50 回ジュニアオリンピック陸上競

技大会」に、また篠原琥
こ た ろ う

太郎さん（2年）、長野楓
ふ う た

大さん（2

年）、宮崎岳さん（2 年）が「第 7 回科学の甲子園ジュ

ニア全国大会」に出場することを市長に報告しました。

9/28 小富士スポーツ少年団による交通茶屋

　土居町小林の国道 11 号で実施しました。「おはよう

ございます」と大きな声でドライバーを出迎え、一人

ひとりに「交通安全お願いします」「安全運転をお願い

します」と声をかけながら、自分たちで作ったメッセー

ジ入りのお守りを渡しました。

　てらの湖畔広場と法皇湖周辺で開催され、法皇湖で

は SUP やカヤックのアクティビティ体験、てらの湖畔

広場ではステージイベントをはじめ、ワークショップ

や BBQ 体験、山のマルシェなど、楽しく遊びながらア

ウトドアと法皇湖の魅力を見つけました。

えひめさんさん物語コアプログラム

山と湖のフェスティバル9/28・29



10/7 市役所立体駐車場完成

10/19 土居高校生発インバウンド盆栽ツアー

10/9 宇摩ゴルフ協会が寄付金を贈呈

ボランティア市民活動センター発表会

　市役所に隣接する立体駐車場の供用開始に伴い、新

庁舎整備事業の完了を祝う式典が市役所で開催され、

施工業者や市議会議員、理事者など約 60 名が参加し、

施工業者への感謝状贈呈や、施工業者からの寄贈品贈

呈などが行われました。

　宇摩ゴルフ協会（合田浩三会長）は、「第 27 回四国

中央市特別支援教育支援チャリティーゴルフ大会」開

催にあたり、協賛企業や参加者から募った総額 325 万

円の寄付金を、市及び福祉・教育関係団体に贈呈しま

した。

　土居高校の情報科学部が観光甲子園でグランプリを

受賞したものをツアー化したもので、暁雨館で開催さ

れました。10 名の外国人モニターは、盆栽実技講座、

盆栽文化侘
わ

び寂
さ

び体験講座など、盛りだくさんのメ

ニューを通じて日本文化の奥深さに触れました。

　しこちゅ～ホールで開催され、ボランティア市民活

動センターへ登録している団体が、日頃の活動の成果

を発表したり、ボランティアの輪を広げるための情

報交換をしたりしました。来場者は、各団体のバラエ

ティー豊かな活動発表に興味深く聞き入っていました。

10/19

　

季
節
は
ど
ん
ど
ん
進
み
秋
に
入
り
、
台
風
が
15
号
、
19

号
と
九
州
、四
国
で
は
な
く
関
東
地
方
を
直
撃
し
た
。
停
電
、

河
川
の
氾は
ん
ら
ん濫
、
浸
水
、
道
路
の
寸
断
、
公
共
交
通
機
関
の

マ
ヒ
な
ど
、
我
々
は
痛
い
ほ
ど
経
験
し
て
い
る
。
被
害
が

規
模
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
や

ご
家
族
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
復
旧
復
興
に

向
け
て
作
業
が
本
格
化
で
き
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
、
坂
出
で
四
国
市
長
会
が
あ
り
、
上
京
の
折
の
途

中
下
車
の
よ
う
な
感
じ
で
参
加
し
た
。
そ
の
中
で
移
動
式

の
ト
イ
レ
の
話
が
あ
り
、
ト
レ
ー
ラ
ー
に
な
っ
て
い
て
、

一
台
で
4
人
の
利
用
が
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は

非
常
に
興
味
を
持
っ
た
。
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、

被
災
さ
れ
た
地
域
へ
移
動
し
て
応
援
が
で
き
る
。
水
、電
気
、

ト
イ
レ
、
風
呂
は
生
活
の
必
需
品
で
あ
る
。
愛
媛
国
体
の

時
、
中
村
知
事
か
ら
簡
易
ト
イ
レ
は
、
ぜ
ひ
水
洗
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
式
で
考
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

私
は
賛
同
し
て
本
市
の
担
当
に
そ
の
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

移
動
式
ト
イ
レ
は
本
体
を
入
れ
、
お
よ
そ
１
５
０
０
万
円

か
ら
２
千
万
円
く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
と
思
う
。
財
政

担
当
、
議
会
等
々
と
一
度
相
談
し
て
み
よ
う
と
思
う
が
、

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
一
緒
で
、
費
用
対
効
果
だ
け
で
は

は
か
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
市
民
の

み
な
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
！

　

常
に
災
害
は
「
明
日
は
我
が
身
」
で
あ
り
ま
す
。

四国中央市長

篠 原  実

移
動
式
ト
イ
レ



…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　　

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
行
い
ま
す

　　

11
月
５
日
（
火
）
10
時
ご
ろ

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
た
緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な
訓
練

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
市
内
全
域
に
、
防
災

有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ

ま
す
。

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

　

23
・
６
６
１
４

12/2 （月） から

水道局は中田井浄水場 （中曽根町） に移転します

　市は、中田井浄水場を本市水道の最重要防災拠

点として位置付け、浄水場全体の更新整備と新庁

舎建設を行ってきました。

　この度、建設していた水道局新庁舎の完成に伴

い、村松町の水道局庁舎から中田井浄水場（中曽

根町 25 番地）に移転し、12/2（月）から業務を

行うことになりました。なお、中田井浄水場の更

新整備は、令和 2年 3月に完了する予定です。

　水道総務課 28-6452　　28-6462

※電話番号については、水道局代表（28-6450）

をはじめ、水道局内各課に変更はありません

　　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
乗
継
場
所
の

　

一
時
変
更
に
つ
い
て

　

川
之
江
エ
リ
ア
と
三
島
エ
リ
ア
の
乗
り
継

ぎ
場
所
で
あ
る
「
イ
オ
ン
川
之
江
店
」
に
つ

い
て
、
当
分
の
間
「
し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
」

に
変
更
し
ま
す
。

　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２



　　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券

　

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
８
月
上
旬
に

「
購
入
引
換
券
申
請
書
」
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
限

内
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
購
入
の
際
に
は
、
「
購
入
引

換
券
」
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

使
用
期
限

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
事
務
局
（
生

活
福
祉
課
内
）　

28
・
６
１
２
５

　

28
・
６
１
７
２

　　

住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

　

ど
に
旧
姓
が
併
記
で
き
ま
す

　

11
月
５
日
か
ら
、
住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
に
旧
姓
が

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
に
お
い
て
旧
姓
を
使
用
し
な
が
ら
活

躍
す
る
女
性
が
増
加
し
て
い
る
中
、
住
民
票

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
記
載
さ
れ

　　

印
鑑
登
録
証
明
書
の

　

性
別
欄
が
削
除
さ
れ
ま
す

　

11
月
５
日
か
ら
、
住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
に
旧
姓
を

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
合
わ
せ

て
、
印
鑑
登
録
に
関
連
す
る
書
式
（
申
請
書
、

登
録
原
票
、
証
明
書
な
ど
）
か
ら
、
性
別
の

欄
を
削
除
し
ま
す
。

　　

11
月
・
12
月
は
市
町
村
税
・
県
税　

　

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

　

県
と
県
内
全
市
町
、
愛
媛
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
が
協
力
し
て
預
金
、
給
与
、
自
動
車
、

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
は
じ
め
と
し

た
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

税
務
課　

債
権
管
理
対
策
室

　

28
・
６
０
１
１　
　

28
・
６
０
５
８

　　

差
し
押
さ
え
不
動
産
合
同
公
売
会

　

12
月
４
日
（
水
）
13
時
～

　

県
中
予
地
方
局
７
階　

大
会
議
室

　

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
）

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　

０
８
９
・
９
１
３
・
５
８
０
０

　

県
特
別
滞
納
整
理
班

　

０
８
９
・
９
０
９
・
８
３
９
０

　

高
松
国
税
局
特
別
整
理
第
一
部
門

　

０
８
７
・
８
３
１
・
３
１
１
１

※
各
機
関
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
11
月
５

日
（
火
）
以
降
に
お
願
い
し
ま
す

　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

（
無
料
）　

　

10
月
に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
同
制
度
で
は
軽
減
税
率
対
象
品

目
の
売
り
上
げ
が
な
く
て
も
、
会
議
費
や
交

際
費
な
ど
と
し
て
飲
食
料
品
を
購
入
す
る
場

合
に
は
、
区
分
経
理
（
記
帳
）
を
行
い
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
消
費
税
申
告
書
を
作
成
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
説
明
会
で
は
、

日
々
の
記
帳
か
ら
決
算
処
理
、
申
告
書
作
成

ま
で
一
連
の
流
れ
を
分
か
り
易
く
解
説
し
ま

す
。

　

11
月
７
日
（
木
）、
11
月
21
日
（
木
）、

　

12
月
11
日
（
水
）、
12
月
16
日
（
月
）

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

会
議
室
１

※
い
ず
れ
の
日
時
で
も
参
加
で
き
ま
す

　

筆
記
用
具

　

伊
予
三
島
税
務
署

　

個
人
課
税
部
門　
　
　

24･

５
４
１
２

　

法
人
課
税
第
一
部
門　

24
・
５
４
１
３

　

こ
れ
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
性
同
一
性
障
害
な
ど
の
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
３

　

28
・
６
１
２
８

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
契
約
や
身
分
証
明

な
ど
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
姓
を
併
記
す
る
手
続
き

　

併
記
し
よ
う
と
す
る
旧
姓
と
現
在
の
姓
が

記
載
さ
れ
て
い
る
一
連
の
戸
籍
謄
本
な
ど

と
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
３

　

28
・
６
１
２
８



　　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て
郵
送

な
ど
で
税
務
署
へ
提
出
、
ま
た
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
送
信
し
て
提
出
で
き
ま
す
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
専
用
画
面
も
あ
り
ま
す
）
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
提
出
方
法
は
①
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
送
信
と
②
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
送
信
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

②
の
方
法
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、
お

近
く
の
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発

行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

伊
予
三
島
税
務
署

　

個
人
課
税
部
門　
　

24･

５
４
１
２

　　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

　

納
付
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
が
、
ま
も
な
く
納

期
を
迎
え
ま
す
。
納
付
書
は
８
月
中
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
期
限　

12
月
２
日
（
月
）

　

県
東
予
地
方
局
課
税
課

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６

　

宝
く
じ
の
助
成
で

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
備
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
を
財
源
に
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
な
ど
の
整
備
に
対

し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
て
、
左
記
の
と
お
り
祭

り
用
具
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

28
・
６
０
５
７　

山下町自治会　金糸刺繍飾り幕

　　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

　

今
年
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
申
告
時
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
ま
た
は
令
和
２
年

２
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
送
付
対
象
者

　

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方

令
和
２
年
２
月
上
旬
送
付
対
象
者

　

令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
あ
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

　

03
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

【
受
付
時
間
】

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時　

　

第
２
土
曜
日　

９
時
30
分
～
16
時

　　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
無
料
デ
ー

　

「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
」
限
定
！
無

料
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

11
月
10
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

て
ら
の
湖
畔
広
場

　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　　

人
材
確
保
促
進
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　

11
月
29
日
（
金
）
14
時
～
16
時

　

県
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

　

（
妻
鳥
町
乙
１
２
７
）

　

「
働
き
た
い
人
」
獲
得

　

～
新
採
用
戦
略
と
は
？
～

　

県
内
の
経
営
者
や
人
事
責
任
者

　

１
０
０
名
程
度

　

11
月
22
日
（
金
）
18
時
ま
で

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ht
tps

://bi
t.l

y/2lu
sy9

t

　

県
総
合
政
策
課　

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
３
３

　

０
８
９
・
９
２
１
・
２
０
０
２



　　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

11
月
12
日
（
火
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階

　

第
２
講
義
室

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

  

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　　

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
10

月
１
日
に
改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
よ

り
10
月
１
日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払

う
賃
金
は
、
１
時
間
７
９
０
円
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
５

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
４
７

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

　

０
８
９
７
・
37
・
０
１
５
１

　

０
８
９
７
・
37
・
３
６
５
５

　

お
店
選
び
は
Ｓ
マ
ー
ク
で

　　

厚
生
労
働
大
臣
許
可
の
Ｓ
マ
ー
ク
を
表
示

し
て
い
る
理
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
美

容
店
、
め
ん
類
飲
食
店
な
ど
は
安
全
、
安
心
、

清
潔
を
約
束
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー　

０
８
９
・
９
２
４
・
３
３
０
５

　　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

　

実
施
中

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
県
内
の
中
小
企
業
な
ど
の
み
な
さ
ん
が
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
復

旧
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

興
に
向
け
て
、
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
で
検
索
！

　

県
経
営
支
援
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
６
４

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
７
９

　

ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　　

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
食
器
洗
い
機
、

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ
、
池
の

循
環
ポ
ン
プ
な
ど
に
は
、
必
ず
ア
ー
ス
線
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ー
ス
線
は
、
電
気
機
器
の
ケ
ー
ス
な
ど

に
電
気
が
漏
れ
た
時
、
感
電
の
シ
ョ
ッ
ク
を

や
わ
ら
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
増
築
時
に
は
、
接
地
端

子
付
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
り
付
け
て
お
く
と

便
利
で
す
。

　

一
般
財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安
協
会

三
島
事
業
所　

24
・
１
８
６
０

　

経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎
調
査
）
を

　

実
施
中
で
す

　

現
在
、
市
内
の
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象

に
「
経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎
調
査
）」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
来
年
３
月
に
か
け
て
調
査

員
が
事
業
所
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　　

母
子
家
庭
等
就
職
準
備
・

　

離
職
転
職
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　

東
予
地
域
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
及
び

父
子
家
庭
の
父
、
並
び
に
母
子
家
庭
及
び
父

子
家
庭
の
児
童
で
就
職
な
ど
を
希
望
す
る
方

に
対
し
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
な
ど
就
職
、

転
職
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
知
識
の
習

得
を
図
り
、
効
果
的
な
就
職
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

12
月
10
日
（
火
）
10
時
～
15
時

　

新
居
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

第
二
研
修
室
（
新
居
浜
市
高
木
町
２
・
60
）

　

「
仕
事
の
探
し
方
」
「
無
料
職
業
紹
介
事
業

に
つ
い
て
」
「
私
の
適
職
選
び
～
一
歩
踏
み

込
ん
だ
応
募
書
類
を
書
く
メ
リ
ッ
ト
～
」
な
ど

　

50
名

　

11
月
22
日
（
金
）
ま
で

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

　

28
・
６
０
３
１

　

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会　

０
８
９
・
９
０
７
・
３
２
０
０

　

０
８
９
・
９
０
７
・
３
２
０
１



　

定
期
接
種
の
ご
案
内

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　　

今
年
度
の
対
象
者
に
は
、
４
月
に
接
種
券

（
紫
色
の
封
筒
）
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
接
種
を
す
る
場

合
は
委
託
医
療
機
関
に
予
約
が
必
要
で
す
。

県
外
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
度
に
左
記
の
年
齢
に
な
る
方

　

４
千
円

接
種
期
限

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
５
４

　

28
・
６
１
１
０

　　

医
療
的
ケ
ア
推
進
事
業

　

喀
痰
吸
引
等
研
修
（
基
本
・
実
地
）

　

12
月
17
日
（
火
）
10
時
～

　

12
月
18
日
（
水
）
９
時
～

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
３
階　

大
会
議
室

　

重
度
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
喀
痰
吸
引

及
び
経
管
栄
養
に
関
す
る
研
修

　

両
日
と
も
に
参
加
で
き
、
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
介
護
職
員
の
う
ち
、
特
定
の
重

度
障
が
い
者
な
ど
に
喀
痰
吸
引
な
ど
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
方

　

10
名
（
先
着
順
）

　

11
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

３
万
円
（
市
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

看
護
部
管
理
室

　

58
・
２
２
２
２

※
補
助
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

28
・
６
１
７
２

　

名
札

　

11
月
30
日
（
土
）
ま
で

　

タ
イ
ト
ル
に
「
研
修
参
加
希
望
」
と
明
記

の
う
え
、
氏
名
、
所
属
施
設
、
職
種
、
連
絡

先
を
記
載
し
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科　

59
・
５
１
５
４　
　

58
・
２
２
２
３

　

takahashi.sei
t
a@h

i
to-

m
edi

c
al.jp

　　

リ
ハ
ケ
ア
勉
強
会
（
無
料
）

簡
単
！
リ
ハ
ビ
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

～
足
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
全
身
を
変
え
る
～

　

12
月
７
日
（
土
）
15
時
～
17
時

　

（
受
付
14
時
30
分
～
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
１
階　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室

　

立
つ
・
歩
く
と
い
っ
た
動
作
の
際
、
土
台

で
あ
る
足
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
、
腰
痛
・

膝
痛
や
危
険
な
転
倒
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今

回
は
足
が
全
身
に
与
え
る
影
響
や
、
浮
き
指
、

介
護
靴
と
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

医
療
・
介
護
従
事
者

　

柔
道
整
復
療
養
費
に
関
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
！

　　

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
を
使
っ
て
柔
道
整
復
施
術
（
接

骨
院
や
整
骨
院
の
施
術
）
を
受
け
た
場
合
、

施
術
日
や
施
術
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
文
書

や
電
話
で
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

け
が
を
し
た
箇
所
、
原
因
、
受
け
た
施
術

内
容
の
記
録
や
領
収
書
の
保
管
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
料
を

適
正
に
運
用
す
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　

国
保
医
療
課　

28
・
６
０
２
０

　

28
・
６
０
５
８

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の

　

ご
案
内

　　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制
度

は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従
業
員
の
退

職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
新
規

加
入
や
掛
金
を
増
額
す
る
事
業
主
に
は
、
一

部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　

認
知
症
カ
フ
ェ

　

「
喫
茶
な
か
ん
し
ょ
う
」
オ
ー
プ
ン
！

　

認
知
症
の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
談
笑
し
た
り
、

専
門
職
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

11
月
14
日
（
木
）
14
時
～
16
時

　

一
柳
こ
ん
に
ゃ
く
店　

空
と
ぶ
く
じ
ら

　

（
中
之
庄
町
１
２
４
）

　

無
料
（
飲
み
物
と
お
菓
子
の
セ
ッ
ト
を

３
０
０
円
で
提
供
し
て
い
ま
す
）

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ね
ん
り
ん

　

22
・
４
９
６
７　
　

22
・
４
９
６
８

65 歳 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 19 年 4 月 2 日～昭和 20 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 9 年 4 月 2 日～昭和 10 年 4 月 1 日生

90 歳 昭和 4 年 4 月 2 日～昭和 5 年 4 月 1 日生

95 歳 大正 13 年 4 月 2 日～大正 14 月 4 月 1 日生

100歳以上 大正 9 年 4 月 1 日以前に生まれた方

※過去に接種を受けたことがある方は定期接種対象外です



　　

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
無
料
）

　　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

開
館
記
念
事
業
「
し
こ
ち
ゅ
～
ま
ん
な
か
フ
ェ

ス
（
令
和
２
年
３
月
開
催
）」
で
実
施
す
る
演

劇
発
表
会
に
向
け
て
の
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

劇
を
創
作
す
る
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
行
い
、
人
前
で
表
現
す
る
こ
と
を
目
標
に

稽
古
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
自
己
表
現
の

苦
手
な
方
も
稽
古
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
自
分
を
発
見
し
、
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

12
月
～
令
和
２
年
３
月
（
10
回
程
度
）

※
３
月
の
し
こ
ち
ゅ
～
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス
で
演

劇
発
表
（
45
分
程
度
）
を
行
い
ま
す

　

小
学
生
高
学
年
以
上

　

30
名
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
が
、
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す

　

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
（
小
・
中
・

高
校
生
は
学
年
）
を
明
記
の
う
え
、
持
参
・
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
（
所
属
俳
優
）

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

59
・
４
５
１
０　
　

59
・
４
５
１
１

　

〒
７
９
９
・
０
１
１
３

　

妻
鳥
町
１
８
３
０
・
１

　

hall_shikochu001@cosmostv.jp

募　

集

　　

第
９
回
四
国
中
央
市
紙
の
ま
ち

　

新
春
競
書
大
会
（
無
料
）

　

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）
９
時
～
12
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

　

12
月
２
日
（
月
）
ま
で

　

指
定
の
応
募
票
を
所
属
の
小
中
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外
の
小
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
方
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
提
出
）
。

※
応
募
票
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
所
属
の
小
中
学
校
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

28
・
６
０
３
７　
　

28
・
６
０
６
０

　　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
技
術
サ
ポ
ー

　

タ
ー
養
成
講
座
【
初
級
編
】
（
無
料
）

　

公
演
を
縁
の
下
で
支
え
る
技
術
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ギ
ジ
ュ
ち
ゅ
～
隊
）
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
劇
場
・
ホ
ー
ル
・
舞
台
技
術
に

　

11
月
１
日
～
10
日

　

「
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
令
和
元
年
度
標
語

「
き
け
ん
で
す

　
　
　
　

む
り
な
お
う
だ
ん　

い
の
ち
と
り
」

　

踏
切
で
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
無
理

や
り
進
入
す
る
と
、
重
大
な
事
故
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
必
ず
ス
ト
ッ
プ
！

　

踏
切
事
故
防
止
推
進
協
議
会
事
務
局

　

０
８
７
・
８
０
２
・
６
７
６
２

　

11
月
９
日
～
15
日

　

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

　
令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　

　
　
　
　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　

23
・
６
６
１
４

つ
い
て
、
基
本
的
な
知
識
や
機
材
の
取
り
扱

い
方
法
な
ど
を
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
教

え
ま
す
。

　
①
令
和
２
年
２
月
８
日
（
土
）
９
時
～
17
時

②
令
和
２
年
２
月
９
日
（
日
）
９
時
～
22
時

③
令
和
２
年
３
月
20
日
（
金
・
祝
）
～
22
日

（
日
）　

９
時
～
22
時

※
実
施
時
間
は
、
講
座
内
容
に
よ
っ
て
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
①
舞
台
技
術
の
基
礎
講
座
（
座
学
と
各
部
門

に
分
か
れ
た
現
場
研
修
）

②
公
演
日
の
流
れ
体
験
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

の
演
劇
公
演
当
日
の
、
仕
込
み
か
ら
バ
ラ
シ

作
業
ま
で
の
仕
事
を
見
学
・
体
験
）

③
演
劇
発
表
会
の
サ
ポ
ー
ト
（
仕
込
み
、
本

番
公
演
技
術
サ
ポ
ー
ト
、
バ
ラ
シ
作
業
）

　

高
校
生
以
上

　

30
名

　

11
月
29
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
（
高
校
生

は
学
年
）、
学
び
た
い
技
術
部
門
（
舞
台
・
照
明
・

音
響
の
い
ず
れ
か
）
を
明
記
の
う
え
、
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　

株
式
会
社
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

舞
台
技
術
部　

【
舞
台
】
俵
山
公
夫
、【
照
明
】

望
月
圭
介
、【
音
響
】
木
田
雅
之

　
　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

59
・
４
５
１
０　
　

59
・
４
５
１
１

　

〒
７
９
９
・
０
１
１
３

　

妻
鳥
町
１
８
３
０
・
１　

　

hall_shikochu
0
01@

c
osm

o
stv

.
jp



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコン文字入力講座
※要申し込み

11/8（金）・11/15（金）・
11/29（金）
10：00 ～ 12：00

市民交流棟 1階
多目的室

障がいピアサポートセンター
24-0439

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

随時
支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月曜日～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558    22-4558

障がいのある方へ　相談・支援事業

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

障
が
い
者
（
児
）
家
族
の
た
め
の
教
室

　

（
無
料
）

　

11
月
22
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

「
家
族
の
こ
こ
ろ
の
健
康
～
家
族
自
身
が

元
気
に
な
る
た
め
に
～
」・
個
別
相
談
会

　

市
民
で
精
神
疾
患
対
象
の
子
ど
も
を
持
つ

ご
家
族
の
方

　

舩ふ

な

と戸
智
寿
子
さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）

　
　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

24
・
４
０
０
６　
　

22
・
３
１
１
６

　

精
神
障
が
い
者
当
事
者
学
習
会

　

（
無
料
）

　

11
月
14
日
（
木
）
14
時
～
15
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

74
・
９
０
３
３　
　

72
・
７
９
０
０

　　

令
和
２
年
度
新
宮
小
・
中
学
校
小
規
模

　

特
認
校
制
度
に
よ
る
児
童
生
徒
募
集

　

新
小
学
１
年
生
～
新
中
学
１
年
生

　

各
学
年
１
～
５
名
程
度
（
た
だ
し
、
令
和

２
年
度
の
募
集
は
、
全
体
で
10
名
程
度
）

　

11
月
14
日
（
木
）
ま
で

※
詳
し
く
は
広
報
10
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

　

学
校
教
育
課　

28
・
６
０
４
５

　

28
・
６
０
６
０

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
や
保
険
料
も
現
在

の
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
に
比
べ
て
安
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７　
　

28
・
６
０
５
８

　　

演
劇
「
こ
の
街
で
」
出
演
者
募
集

恋
し
、
結
婚
し
、
母
に
な
っ
た
こ
の
街
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

開
館
記
念
と
し
て
公
演
さ
れ
る
演
劇
「
こ
の
街

で
～
あ
な
た
と
一
緒
に
～
」
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。

公
演
日

令
和
２
年
４
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

稽
古　

令
和
２
年
１
月
中
旬
開
始
。
金
・
土
・
日
曜
日

３
日
間
の
稽
古
を
月
に
２
回
程
度

　

本
市
、
観
音
寺
市
、
三
好
市
在
住
の
小
学
生

（
来
春
入
学
可
）
か
ら
75
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

　

若
干
名

　

12
月
10
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
を
貼
付
）
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
12
月
中
旬
に
面
接
）
。　

　

【
主
題
曲
】
新
井
満
さ
ん
、
【
脚
本
】
戒
田

節
子
さ
ん
、
【
演
出
】
田
辺
国
武
さ
ん

　
　

し
こ
ち
ゅ
ー
み
か
ん
事
務
局

　

０
９
０
・
７
６
２
５
・
６
１
２
５
（
杉
浦
） 

　

〒
７
９
９
・
０
４
０
５

　

三
島
中
央
５
・
13
・
38　

池
北
方

　

し
こ
ち
ゅ
ー
み
か
ん
事
務
局
宛
て

※
詳
し
く
は
、「
し
こ
ち
ゅ
ー
み
か
ん
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い



　

ミ
ニ
ク
ラ
ブ
（
無
料
）

日時 場所

毎週火曜日

13：00 ～ 14：00

川之江ふれあい

交流センター

毎週金曜日

13：00 ～ 14：00

みしま

児童センター

　発達や発育に心配がある未就園のお

子さんと保護者を対象とした、小集団

あそびと相談のひろばです。利用を希

望される方は、お問い合わせください。

　発達支援課　28-6029　　28-6030

　

認
知
症
の
語
ら
い
（
無
料
）

　

11
月
15
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

（
原
則
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
）

　

中
之
庄
公
民
館　

会
議
室
２

　

参
加
者
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換
、
医
療
・

福
祉
職
に
よ
る
勉
強
会
な
ど

　

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

愛
媛
県
支
部

　

０
８
０
・
３
７
４
０
・
０
６
９
７
（
大
澤
）

　

０
８
９
８
・
68
・
３
１
４
２

　

青
少
年
の
生
活
悩
み
相
談
（
無
料
）

　

９
時
～
20
時
の
間
で
随
時

　

電
話
相
談
ま
た
は
面
接
相
談

　

15
歳
～
20
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
な
ど

　
　
　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
て
ぃ
ー
だ

　

74
・
３
５
３
８
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

（
土
居
町
小
林
18
・
３
）

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

11
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

（
原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

　

専
門
家
と
一
緒
に
、
楽
し
く
認
知
症
の
理

解
を
進
め
る
た
め
の
学
習
や
予
防
、
相
談
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

１
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

　
　

生
協
宇
摩
診
療
所　

25
・
０
１
１
４

　

25
・
０
３
０
７

　

（
寒
川
町
２
９
１
２
・
１
）

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

11
月
11
日
（
月
）・
25
日
（
月
）
13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
歳
～
39
歳
の
方
ま
た

は
そ
の
保
護
者

　

一
人
１
時
間
の
相
談
で
一
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
２

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

も
の
忘
れ
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

11
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

一
人
30
分
程
度
で
２
名
ま
で

相
談
医
師　

森
野
日
出
緒
さ
ん
（
松
風
病
院
）

※
す
で
に
専
門
医
を
受
診
さ
れ
て
い
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
み
で
の

ご
相
談
も
可
能
で
す

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
に
よ
る

　

無
料
相
談
会

　

11
月
16
日
（
土
）
10
時
～
15
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館
（
産
業
祭
会

場
内
）

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
や
山
林
の
活
用
、
建

設
業
許
可
、
会
社
や
法
人
の
設
立
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
、
外
国
人
の
在
留
・
帰
化
手
続
き

な
ど

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
四
国
中
央
支
部

　

23
・
０
９
６
３

相　

談

　

無
料
特
許
・
商
標
相
談
（
要
予
約
）

　

12
月
２
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）
〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０　
　

58
・
６
２
９
４

　

不
動
産
無
料
相
談
（
予
約
不
要
）

　

11
月
16
日
（
土
）
10
時
～
16
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館
（
産
業
祭
会

場
内
）

　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中
央

地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

24
・
２
２
３
６

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
人
５
分
程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

日時 場所

11/12（火）

10：30 ～ 11：30

新宮高齢者生活

福祉センター

11/13（水）

13：00 ～ 14：00
天満公民館

11/19（火）

13：30 ～ 15：00

川之江窓口

センター

12/4（水）

13：30 ～ 15：00
高齢介護課

※予約不要



　

11
月
12
日
～
25
日

　

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
人
身
取
引
な
ど
の
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行

為
で
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
・
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る
場

合
に
は
、
相
談
機
関
の
連
絡
先
を
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
・
匿
名
相
談
可
）。

相
談
・
連
絡
先

　

県
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

 
　

０
８
９
・
９
２
７
・
３
４
９
０
（
月
～
金
）

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

 

　

０
８
９
・
９
２
６
・
１
６
４
４
（
火
～
日
）

　

え
ひ
め
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

０
８
９
・
９
０
９
・
８
８
５
１

　

県
警
察
本
部

　

０
８
９
・
９
３
１
・
９
１
１
０　

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

　

28
・
６
１
４
３
（
月
～
金
）

　

28
・
６
１
４
９

　

自
殺
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
へ
相
談
を
！

　

生
き
る
こ
と
が
つ
ら
い
と
感
じ
た
時
は
、

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、
心
が
軽
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
24
時
間
３
６
５
日

い
つ
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
・
連
絡
先　

　

０
５
７
０
・
０お

こ

こ

ろ

い

ー

よ

５
５
６
１
４

※
無
料
オ
プ
シ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
に
関
わ
ら
ず

電
話
料
金
が
か
か
り
ま
す

　

県
健
康
増
進
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
０
３

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
９

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

令
和
元
年
度
標
語

　

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
　
　
　

ち
い
さ
な
命
に　

待
っ
た
な
し
」

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
大
人
に
は
子
ど
も
を
守
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
・
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
連
絡
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル　

　

１
８
９

　

県
東
予
子
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
７
・
43
・
３
０
０
０

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７　
　

　

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
ま
た
は

　

四
国
中
央
警
察
署　

24
・
０
１
１
０

　
　　

未
成
年
者
の
相
談
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
連
す
る
相
談
が
多
く
「
保

護
者
に
内
緒
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で

高
額
な
課
金
を
し
た
」「
フ
リ
マ
サ
ー
ビ

ス
で
商
品
を
購
入
し
た
が
届
か
な
い
、

偽
物
が
届
い
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
相
談
の
中
で

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

知
り
合
っ
た
相
手
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
利

　

用
明
細
を
見
て
、
ゲ
ー
ム
会
社
の
利

　

用
料
金
が
５
万
円
で
あ
る
こ
と
が
分

　

か
っ
た
。
小
学
生
の
子
ど
も
に
確
認

　

す
る
と
、
母
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
を
使
っ
て
課
金
し
ゲ
ー
ム
の
ア
イ

　

テ
ム
を
購
入
し
た
こ
と
を
認
め
た
。

〇
中
学
生
の
子
ど
も
が
、
フ
リ
マ
サ
ー

　

ビ
ス
の
ア
プ
リ
で
洋
服
を
購
入
し
代

　

金
を
先
払
い
し
た
が
商
品
が
届
か
な

　

か
っ
た
。
出
品
者
に
問
い
合
わ
せ
る

　

と
「
す
で
に
発
送
し
た
」
と
言
わ
れ
、

　

宅
配
業
者
に
調
査
し
て
も
ら
っ
た
が

　

確
認
で
き
ず
、
そ
の
後
、
出
品
者
と

　

連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

〇
子
ど
も
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

　

用
し
て
も
お
金
を
支
払
っ
て
い
る
と

　

い
う
意
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
持
ち
出
し
は

　

お
金
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
と
同

　

じ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

　

暗
証
番
号
を
管
理
す
る
こ
と
は
所
有

　

者
の
義
務
で
す
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

カ
ー
ド
を
他
人
に
使
用
さ
れ
な
い
よ

　

う
厳
重
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

〇
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
サ
ー

　

ビ
ス
を
利
用
し
た
り
商
品
を
注
文
す

　

る
前
に
、
子
ど
も
と
一
緒
に
サ
イ
ト

　

に
不
審
な
点
が
な
い
か
、
料
金
や
契

　

約
内
容
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
確

　

認
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
時
の
ル
ー
ル
や

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
と
の
や

　

り
取
り
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
得
る
こ

　

と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。

困
っ
た
と
き
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課

　

28
・
６
１
４
３

　

28
・
６
１
４
９

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

家
族
で
防
ご
う
！

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル



今月の納期

国民健康保険料　5期分

後期高齢者医療保険料　5期分

介護保険料　5期分

保育所・

認定こども園使用料　11 月分

市営住宅使用料　11 月分

市営住宅駐車場使用料 11 月分

※納期限　12 月 2 日（月）

水道料金　10 月分

下水道使用料　10 月分

※納期限　 11 月 11 日（月）

障がいのある方へ
指定相談支援事業所

 基幹相談支援センター

　 28-6154　　 8：30 ～ 17：15

 澄心そうだんさぽーと

　 22-3311　　 9：00 ～ 18：00

 光と風

　 22-4020　　 9：00 ～ 17：00

 障がい者相談支援センター

　 28-6135　　 8：30 ～ 17：15

 ひまわり

　 22-3802　　 8：00 ～ 17：00

 相談サポート　優

　 72-8080　　 8：30 ～ 17：30

 四つ葉

　 57-0426　　 9：00 ～ 18：00

 市児童発達支援センター

　 28-6266　　 8：30 ～ 17：15

 相談さぽーと　夢の種

   29-5503　　 9：00 ～ 18：00

11 月の相談日程

相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

11/ 5（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

11/ 8（金） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

11/19（火）　9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

11/19（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

11/27（水） 13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

12/ 3（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

12/10（火） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：00までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

11/ 5（火）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室  市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

11/13（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

11/20（水） 13：00 ～ 16：00  土居窓口センター 1階

12/ 5（木）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室

 人権相談

11/18（月） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階  人権施策課
28-6073
28-6173

12/ 2（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

12/10（火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407    23-2496

 年金出張相談　※要予約

11/ 7 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

11/21 （木）10：00 ～ 14：30 受付

12/ 5 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談　

11/ 5 （火）10：00 ～ 12：00  市役所 2階　202 会議室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

11/11 （月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

11/11 （月） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

11/19 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

11/25 （月） 10：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

12/ 2（月）10：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

12/ 9 （月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

12/10 （火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

11/ 5（火）　9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143

28-6149

11/ 7（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

11/12（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

11/14（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

11/21（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

11/28（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

12/ 3（火）　9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

12/ 5（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

12/10（火）　9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15  市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930
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川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

11 月の休館日

川之江・三島図書館

毎週月曜日・29（金）

土居図書館

毎週月曜日・5（火）・
24（日）・29（金）

おやこ図書館

毎週月曜日・3（日）・
23（土・祝）・30（土）

そ
の
ほ
か
の
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
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な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙
の
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ジ
、
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各
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
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だ
さ
い
！

お
は
な
し
会

じ
ん
け
ん
広
場

11/27（水）19：30 ～　　土居公民館

12/ 3（火）19：30 ～　　金生公民館

12/ 5（木）19：30 ～　　松柏公民館

人権のまちづくり講演会　※入場無料

　市民一人ひとりが人権意識を高め、全ての市民がお互いの人権を尊重し、差別

のない明るい、幸せな暮らしが実現するよう、みなさんぜひご参加ください。

　11/24（日）13：00 ～ 16：30

　福祉会館 4階　多目的ホール

　13：00 ～　　　 . 開場

　13：30 ～ 13：35　開会行事

　13：35 ～ 14：00　小学生人権メッセージ・中学生人権作文発表と表彰式

　14：00 ～ 15：30　人権講演会　

　 　　　　　　　　演題　「部落問題から自己・他者・社会について考える」

　         　　　　講師　熊本理抄さん（近畿大学人権問題研究所）

　13：00 ～ 16：30　交流ブース・人権作品展示

　

〇手話通訳、要約筆記を行います。

〇当日、参加者のために、就学前・小学校低学年を対象に託児を受け付けます。ご希望の方は、11/8（金）   

  までにお子さんの氏名、年齢を人権施策課までご連絡ください。　　

　　人権施策課　28-6073　　 28-6173

熊本理抄さん

演題　「やめませんか　きちんと説明できないことは」

　　　～合理的、科学的、客観的に～

講師　西山　博さん（みんなで人権を考える会「ころん」代表）

2019　四国中央市人権のつどい
※入場無料、手話通訳・要約筆記・託児（要予約）有り

　人権施策課　28-6073     28-6173



カローリング大会

11/30（土）9：00 ～
長津小学校体育館
　11/18（月）までに公民館または
地域の役員にお申し込みください。
　室内でできるカーリング。初心
者大歓迎！

土居地区バドミントン大会

11/30（土）19：00 ～
アリーナ土居（土居総合体育館）
　11/14（木）まで
　ペア戦です。奮ってご参加くだ
さい！

嶺南ふるさともちつき大会
（三世代交流事業）

12/1（日）8：00 ～
　楽しくもちつきをしましょう！

嶺南公民館 28-6069

秋の文化祭・公民館祭など

川之江ふれあいまつり
11/9（土）、11/10（日）
両日とも 9：00 ～
　【9 日】 作品展、カラオケ発表会
　【10 日】作品展、もちつき、芸能
　　　　 発表会など
　川之江ふれあい交流センター
　28-6247

第 41 回金生町民ふるさと

まつり
11/24（日）9：30 ～
　作品展、芸能発表、バザー、抽
選会など
　金生公民館　28-6249

第 40 回金田町民芸能文化祭
11/3（日）13：00 ～
11/9（土）、11/10（日）
両日とも 9：00 ～
　【3 日】芸能・カラオケ大会
　【9、10 日】作品展など
　金田公民館　28-6251

【川之江地域】

【新宮地域】
令和元年度新宮公民館まつり

11/10（日）9：00 ～
　作品展、バザー、体験コーナー、
もち投げなど　
　新宮公民館　28-6410

【三島地域】
第 39 回松柏公民館まつり
11/23（土・祝）13：00 ～
11/24（日）9：00 ～
公民館・松柏小学校体育館
　作品展、バザーなど
※ 23 日は作品展のみ
　松柏公民館　28-6062

第 42 回中曽根文化祭
11/9（土）13：00 ～ 17：00
11/10（日）  9：00 ～ 15：00
公民館・中曽根小学校グラウンド
　作品展、バザー、体験コーナーなど
※バザーは 10 日のみ
　中曽根公民館　28-6061

第 47 回中之庄地区文化祭
11/10（日）9：00 ～ 15：00
　作品展、バザー（14：00 まで）
など
　中之庄公民館　28-6065

第 39 回寒川地区文化祭
11/10（日）9：00 ～ 15：00
　作品展、バザーなど
　寒川公民館　28-6066

豊岡町文化祭
12/1（日）9：00 ～
　作品展示など
　豊岡公民館　28-6067

【土居地域】
第 41 回長津公民館祭
11/24（日）9：00 ～ 13：30

（バザーは 10：00 ～）
　作品展、各種バザー、芸能発表会、
キャップとばし大会など
　長津公民館　28-6362

土居公民館祭
11/10（日）9：00 ～ 15：00
　作品展、バザー、カラオケなど
　土居公民館　28-6358

第 31 回天満公民館祭
11/10（日）9：00 ～ 14：00
　バザー、作品展、演芸発表会、フォ
トコンテスト、もちつきなど
　天満公民館　28-6360

蕪崎公民館祭
12/1（日）9：00 ～ 15：00

（バザーは 11：00 ～ 13：00）
　作品展、各種バザー、芸能発表会、
もち投げ（15：00 ごろ）
　蕪崎公民館　28-6361

第 28 回関川公民館祭
11/24（日）9：00 ～ 14：30
関川小学校体育館
　作品展、バザー、芸能発表会
　関川公民館　28-6363

土居公民館 28-6358 長津公民館 28-6362



乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

※川之江・新宮地域にお住いの方へ：健診会場を変更する場合のみ、該当者には電話などでお知らせいたします
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので、歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

保健センター 28-6054　　保健推進課川之江窓口 28-6214　　保健推進課土居窓口 28-6350

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診
R1年6月生 R1年7月生 Ｈ30年4月生 Ｈ30年5月生 Ｈ28年10月生 Ｈ28年11月生

川之江
新宮

12/9（月）
13：30～ 15：00

11/7（木）
13：00 ～ 13：45

12/5（木）
13：00 ～ 13：45

11/14（木）
12：45 ～ 13：45

12/12（木）
12：45 ～ 13：45

11/21（木）
12：45 ～ 13：45

12/19（木）
12：45 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター※隣接する市民会館川之江会館の解体工事の状況により、会場を変更する場合があります

三島
11/28（木）
13：30～ 15：00

11/11（月）
13：00 ～ 13：45

12/2（月）
13：00 ～ 13：45

11/19（火）
12：45 ～ 13：45

12/24（火）
12：45 ～ 13：45

11/5（火）
12：45 ～ 13：45

12/3（火）
12：45 ～ 13：45

保健センター

土居
11/29（金）
10：00～ 11：30

12/6（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口
センター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお
越しください
とき：12/20（金）12：45 ～ 13：45

♪離乳食セミナー（予約制・無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　11/15（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプ
　　　　　ロン、三角巾、手拭きタオル
■申込期限　11/11（月）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　11/20（水）・12/4（水）9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測定、
　　　　唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談
　（予約制・無料）

　地域を元気にするために、健康づくりに関する知識や
技術を学びませんか！
■とき　12/2（月）13：30 ～ 15：00
　　　　（全 6回のうちの 4回目です）
※ 11/25（月）から日程が変更になりました
■ところ　福祉会館 4階　多目的ホール
■内容　地域みんなでロコモ撃退！
■講師　間島直彦さん（HITO 病院整形外科部長）
■申し込み先　保健センター　28-6054

♪健康づくりサポーター養成講座
　（予約制・無料）

　健康、見直してみませんか！
■とき　12/10（火）13：30 ～ 15：00
　　　　（全 5回のうちの 4回目です）
■内容　「教えて、栄養士さん！フレイル・低栄養って？」
■定員　60 名程度
■持参品　飲み物、筆記用具など
■講師　管理栄養士（保健センター職員）
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪知っ得！ゼミ　受講生大募集
　（予約制・無料）

フレイルって？
高齢になって筋力や体力が衰え
た、要介護手前の状態のこと

ロコモって？
ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の通称で、骨や関節、
筋肉などの衰えが原因で「立つ」「歩く」といった機能が低下
している状態のこと

対象は R1 年 7 月生・8月生



　

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

11/3 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

11/4 岸田ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ
56-0188（妻鳥町）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

11/10 川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

相引医院
74-3127（土居町入野）

11/17 豊永医院
56-3037（金田町金川）

西岡病院
24-5511（三島金子）

11/23 宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄町）

11/24 ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根町）

大坪医院
23-2417（三島中央）

12/1 大西内科医院
56-2018（金生町下分）

松風病院
74-2001（土居町入野）

12/8 ｸﾘﾆｯｸ山崎内科
57-0035（川之江町）

西岡病院
24-5511（三島金子）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

♪愛媛大学地域サテライトセンター
　市民公開講座（予約制・無料）
　「健康で長生きするために」

■とき　11/18（月）19：00 ～ 20：30
■ところ　HITO 病院 3階　大会議室
■内容　「地域医療再生学講座～ 10 年の歩みと整形
　　　　外科の役割～」「腰痛について」「脳卒中を
　　　　学ぼう！」
■申し込み　電話またはファクスでお申し込みくだ
　　　　　　さい（当日参加も可）。
■講師　間島直彦さん（愛媛大学教授）
　　　　見崎　浩さん（愛媛大学助教授）
　　　　尾崎沙耶さん（愛媛大学助教授）
■申し込み・問い合わせ先

　愛媛大学地域医療再生学講座
　089-960-5930　　089-960-5485

　12/1 ～ 12/7 は「愛媛県エイズ予防週間」です。
■とき　12/5（木）17：30 ～ 19：00
■ところ　四国中央保健所 2階　予診室
■申し込み先　四国中央保健所　23-3360
※前日までにお申し込みください
※検査結果は、採血後約 30 分後にお知らせします

♪エイズ相談、HIV 検査（予約制）

■とき　12/7（土）13：00 ～ 14：00
■ところ　HITO 病院 3階　大会議室
■内容　運動や減量法についてメディカルスタッフ
　　　　がお話しします。軽い運動もしますので、
　　　　動きやすい服装でお越しください。
■申込期限　12/4（水）12：00 まで
■参加費　500 円（ヘルシーなお弁当付き）
■申し込み・問い合わせ先

　HITO 病院　栄養科　29-5210　　58-5356

♪第 6回集団栄養教室（予約制）
　「生活習慣病予防～運動の目安量 /低カロリー
　おかずで差がつく減量法～」

　専門の医師とスタッフが、いろいろな病気の治療
法や予防法について、できるだけ分かりやすく講演
を行い、質問や相談にもお答えします。
■とき　11/20（水）15：30 ～ 16：30
■ところ　四国中央病院 3階　講堂
■内容　講演「人生のたそがれ時に糖尿病と出会って
　　　　　　　～おつき合いを楽しむ工夫～」
■講師　西山誠一さん（四国中央病院副院長）
■問い合わせ先　四国中央病院　総務課　58-3515

♪四国中央病院市民公開講座（無料）
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広報12月号は
12/1（日）発行です

次号

【主な経歴】
平成 17 年　東京大学卒業
　　　　　 総務省入省
平成 22 年　四国中央市企画財務部長　
平成 31 年　個人情報保護委員会事務局

岡　亮
あきひろ

宏 さん

（昭和57年香川県高松市生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　平成 22 年度から四国中央市役所に 2 年間勤めさせてい
ただきました。在任時に産まれた下の娘は、もう小学 2
年生になりました。
　今でも四国中央市のことを片時も忘れたことはありま
せん。昨年度までは京都市に赴任していましたが、スー
パーで四国中央市産の里芋を見かけたら、すぐに購入し、
「土居の里芋は粘りが違うな」と改めて感動しています。
　当時を思い返すと、未熟だった自分が唯

ただただ

々恥ずかしく
赤面の思いですが、共に働いた方々が、現在市の枢要な
役職に就かれていることを拝見し、非常に心強く感じて
います。更に四国中央市を牽

けんいん

引していってもらいたいと
思います。
　さて、具体的な検討を始めてからおよそ 10 年越しで、
待望の「しこちゅ～ホール」が本年 8 月に開館しました。
市民文化ホールの建設初期に携わった者として、とても
感慨深いものがあります。
　私は、概

おおむ

ね基本構想の策定、建設場所の決定から、そ
の後白紙になったプロポーザルコンペでの基本設計の設
計者の選定まで関わりました。市民文化ホールの各検討
委員会の皆さまには、お忙しい中、時間を割いて精力的
に議論いただきました。その後も入札不調などを乗り越
え、無事開館まで漕ぎ着けた、関係者の熱意と努力に深
く敬意を表します。
　改めて振り返ってみると、当時も「これがうまくいか
なかったらもう終わりだ」という状況が何度もありまし
た。その度に、井原前市長のリーダーシップのもと、当
時の課長らの担当チームとともに必死に汗をかいて、知
恵を絞って困難に立ち向かいました。今日に至っては、
全てが偶然の積み重ねのようで、実は必然だったのでは
ないか、とすら思えます。
　そして、市民の皆さま、市議会議員の皆さまのご理解
はもとより、内海前理事長をはじめ妻鳥地区土地改良区
の皆さまの大切な古

こ い の い け

井池をお譲りいただくというご英断
に対しては、感謝に堪えません。
　市民の皆さまがこの土地の記憶を受け継ぎつつ、人々
の交流を生み、末永く市民の皆さまに愛されるホールに
なることを心から願っています。

個人情報保護委員会事務局
総務課　調整官

　四国中央ユネスコ協会では、地域
の宝物である文化財や自然のすばら
しさを見つめ直し、未来へと引き継
いでいくことを目的に、毎年「四国
中央ユネスコカレンダー」を制作し
ています。今年は高橋伸治さん（写
真家の高橋毅さんのご子息）の協力
を得て、地域の懐かしい風景や文化
財の写真 6 枚を掲載した「歴史と文

化の紙の町 四国中央 2020」を制作しました。このカレン
ダーの収益金は世界寺子屋運動（途上国の識字教育）や未
来遺産運動（地域の文化財、記念物、自然の維持・保存と
それを次代に伝える活動）に役立てています。ぜひカレン
ダー（800 円）をご購入いただき、活動にご協力ください。
　なお、購入方法などは事務局までお問い合わせください。

　また、11/16（土）、17（日）に開催される四国
中央市産業祭（場所：伊予三島運動公園体育館内）
でも販売します。

四国中央ユネスコ協会事務局　 090-5273-5949（宮崎）

2020 四国中央ユネスコカレンダーを
制作しました

　お世話になっている方や故郷を離れて暮らしている
方へ、新宮町の味と香りを詰めた ｢新宮ふるさと小包」

（冬便）はいかがですか。

新宮ふるさと小包（冬便）
～ふるさと手作りの味はいかがですか～

お茶うどん・乾
ほ

ししいたけ・こんにゃく・杵つき餅・
　 焼き菓子・羊羹・煎茶・里芋の 8品　
※クール便ではありません
数量 130 個限定

11/5（火）～ 11/22（金）8：30 ～ 17：00
　（土・日を除く）

4,280 円（消費税・送料込み）
発送日 12/11（水）

新宮ふるさと友の会事務局（観光交通課内）
　   28-6187　 

▲新宮ふるさと小包（冬便）のイメージ



編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎三宅繁博　 　○山川和孝　 　石川　剛　 　国政　守　　 三好　平　 　篠永誠司　 　井川　剛

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６ー55(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》

　

四国中央市　市議会

～議会報告会～
８月 10 日（土）２会場で議会報告会を開催しました。
各会場での質疑応答の要約文を掲載しております。

その他の質疑につきましては、

市議会ホームページへ掲載予定です。

新宮地区：新宮公民館

質問　霧の森の渋滞緩和対策について、夏に川遊

　　びで新宮に来る人が多く駐車場が約 150 台し

　　かないことから渋滞が発生する。新宮では霧

　　の森以外の場所でも川遊びができることから

　　他の場所でも川遊びができるという看板など

　　を設置してほしい。場所を分散することで渋

　　滞緩和になるのではないか。

答弁　新しい川遊びの場を創設することについては近

　　　年の雨量などの関係で河川の増水や土砂崩れなどで形態が変わっていると思うので、 そこを管

　　　理していくことと、 路上駐車の問題について適地を探すことは、 自然とも向き合っていくことになる

　　　ので、 今すぐには難しいと考える。

嶺南地区：嶺南公民館

質問　中之川地域は現在、 住民票がある方はいない

　　　が市道の傷みがひどい状態である。 住民がいな

　　　いと市道が格下げなどになるのか。 補修はされる

　　　のか。 一度現場に来てほしい。

答弁　市道路線を廃止する場合は、 必ず議会の議

　　　案として上がってくる。 市や地域の協議会へかけ

　　　あったことがあるが、 年度内予算で優先順位があ

　　　り修繕に繋がらなかった。 そのような中で、 地域

　　　の人や林業会社が自分たちで修繕している状態である。 協議会においてうまく差配できれば早く

　　　修繕されるかもしれないが、 人がいないことで協議会も二の足を踏んでいるのかもしれない。

お詫びと訂正

女性議会について掲載しました、市議会だより特別号（2019 年９月１日発行）の 31 ページについて、石川

祐子議員の一般質問の答弁の６行目に誤りがございましたので、お詫びして訂正いたします。

【訂正前】地区公民館の再生に向けた　【訂正後】地域コミュニティの再生に向けた



●議案第 66 号　「四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について」

質問　　１年間で推計すると、収入増で入ってくるのはいくらか。

答弁　　改正により、県の港湾施設使用料については、港湾管理費交付金として約 232 万円、

　　　市の港湾施設使用料については 105 万円、上屋使用料については 200 万円程度の増で

　　　あり、合計 537 万円ほどの歳入増である。

●議案第 68 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第３号）」【所管分】

質問　　公園費の長寿命化事業に 550 万円、国庫

　　　支出金 250 万円であるが、詳細と今後の予

　　　定について伺う。

答弁　　照明灯の修繕については、三島公園照明

　　　灯は昭和 47 年に設置され、経年劣化による

　　　一部腐食などを改修するものである。長寿

　　　命化事業については、平成 27 年から今年度

　　　の５カ年の事業で、健全度判定に基づき改

　　　修を行っている。今後５年間の長寿命化計

　　　画を検討しているところであり、三島公園の遊具なども修繕対象にしているところで

　　　ある。

質問　　農村地域防災減災事業 2,862 万 5,000 円について事業内容を伺う。

答弁　　農村地域防災減災事業負担金については、恵之久保地区と小富士地区があり、恵之

　　　久保地区については恵之久保池、小富士地区については小林新池で、堤体、洪水吐、

　　　取水施設などの改修更新するものである。

質問　　水利施設整備事業について内容を伺う。

答弁　　水利施設整備事業負担金については銅

　　　山川第二地区の緊急遮断弁などの更新と

　　　蕪崎排水機場と排水路の補修更新するも

　　　のである。

産業建設委員会の審査概要

◎苅田　清秀　○山本　照男　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中

三島公園　照明灯

緊急遮断弁

　本会議での発言を記録した９月定例会の「会議録」を、12 月上旬に市役所庁舎棟１階ロビー、各窓
口センター及び市内各図書館に備えます。
　また、市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでご覧ください。



●議案第 61 号　「四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

　　　　　　　　一部を改正する条例について」

質問　　連携施設の確保の予定はないということだが、その理由はなにか。

答弁　　今回の施設は０から２歳児の施設で、卒園後どの施設で受け入れていくのかという

　　　問題と、園児数が少ないので集団生活を行うための連携と、保育士が病気などで

　　　休暇を取得した時に、代替保育士を派遣してもらうという大きな要素が３つあり、

　　　連携施設をあたってはいるが、どこの園も余裕がなく進んでいない状況である。

●議案第 62 号　「四国中央市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め　

　　　　　　　　る条例の一部を改正する条例について」

質問　　条例改正によって、支援員が増えるという期待はできるのか。

答弁　　児童クラブは支援員が２名以上という要件があり、それは都道府県が行う研修を受

　　　けるということが前提であるが、そこから指定都市に広げられた。指定都市から市内

　　　に来られた支援員はいないと思われるので、直接増員に結びつくのは難しいと考える。

　　　専門大学についても、今年度から大学が開設されたので、卒業されて資格を取る要件

　　　が緩和されたというだけで、増員に繋がるというものではないと考える。

●議案第 68 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第３号）」【所管分】

質問　　金生公民館新築事業の工損調査委託料とはなにか。

答弁　　金生公民館新築事業においては、旧川之江庁舎の解体工事を含んだ一連の工事を実

　　　施しているが、解体による振動や、地下埋設物の撤去などにより周辺の建物に影響を

　　　与える恐れがあるということで、国土交通省からの方針に基づいて、事前調査と事後

　　　調査を行い、補償しないといけない場合の算定業務などを行う委託料のことである。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎眞鍋　幹雄　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　三宅　繁博　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長

金生公民館　10 月中旬現在金生公民館　イメージ図



●議案第 56 号　「四国中央市印鑑条例の一部を改正する条例について」

質問　　旧
きゅううじ

氏を併記することと、男女別の表記を削除するようになった背景を伺う。

答弁　　女性が旧姓のまま社会で活躍できるよう併記を可能にしたものである。男女別の

　　　表記については、性的少数者などへの配慮から削除することにした。

       

●議案第 57 号　「四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について」

質問　　本条例の中で、地方公務員法第 16 条の欠格条項が削除されたのか。

答弁　　欠格条項のうち、成年被後見人や被保佐人は職員になることができないという部

　　　分が削除されたものであり、成年後見人制度を利用される方の人権を尊重する環境

　　　を整えるのが趣旨である。

●議案第 68 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第３号）」【所管分】

質問　　今年度のふるさと納税の見込み額と、本市の返礼品の指針はどのようにしている

　　　のか。また、返礼品で人気のあるものはなにか。

答弁　　寄附件数は約 3,800 件、寄附額は約 6,000 万円を見込んでいる。本市の返礼品は

　　　総務省が示す３割を守っており、人気１位はトイレットペーパー、２位は霧の森大

　　　福、３位はボックスティッシュとなっている。

質問　　マイナンバーカードのプレミアムカードの内容はどのようなものか。

答弁　　マイナンバーカードと民間のキャッシュレス決済のサービスを紐づけ、キャッシュ

　　　レス決済の利用額を事前にチャージした場合に、国からプレミアム分のポイントが

　　　付与される仕組みである。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎石川　　剛　○石津千代子　　国政　　守　　三好　　平　　　◎委員長
　吉田善三郎　　原田　泰樹　　谷　　國光  　西岡　政則　　　○副委員長



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 56 号  四国中央市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 57 号  四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 58 号  四国中央市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 59 号  四国中央市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 60 号  四国中央市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 61 号
 四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
 する条例について

原案可決

議案第 62 号
 四国中央市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
 を改正する条例について

原案可決

議案第 63 号
 四国中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
 条例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第 64 号  四国中央市認定こども園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 65 号  四国中央市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 66 号  四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 67 号
 四国中央市水道事業給水条例及び四国中央市簡易水道事業等給水条例の一部を改正す
 る条例について

原案可決

議案第 68 号  令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 69 号  令和元年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 70 号  令和元年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 71 号  令和元年度四国中央市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 72 号  平成 30 年度四国中央市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 73 号  平成 30 年度四国中央市簡易水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 74 号  平成 30 年度四国中央市工業用水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 75 号  平成 30 年度四国中央市公共下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 76 号  物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 77 号  物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 78 号  三島小学校東校舎改修工事（建築）請負契約の締結について 原案可決

認定第１号  平成 30 年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査

認定第２号
 平成 30 年度四国中央市水道事業会計決算、四国中央市簡易水道事業会計決算、四国中
 央市工業用水道事業会計決算及び四国中央市公共下水道事業会計決算の認定について

継続審査

諮問第２号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
異議なき旨
答　　申

31 年
陳情第１号

 奥山等の杉・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮）で順次計画的に皆伐を進め、
 天然林に戻すことを求める陳情

継続審査

31 年
陳情第２号

 市有林（人工林）の自然林化に関する陳情 継続審査

 決算特別委員会の設置について（議長発議） 原案可決

 決算特別委員会委員の選任について 選　　任

令和元年 第３回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧
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議 案 第 61 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

× ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 68 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 78 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況 ※ 賛否等の分かれた案件を記載しています

※ ○：賛成　×：反対



　

　

青木 永六 議員

◆市税や国保料の滞納に延滞金の大幅減免と分割納付を認める申請型「換価の猶予」などの積極的適用を

　　　平成 28 年４月からの新制度「申請型換価の猶予」は、厚かった納税猶予の壁に大きく門戸を開き、

　　　延滞金の大幅減免と分納を保証する制度である。納税者サイドの活用を保証した改定「納税猶予取

　　　扱要領」の深い理解の上に「納税猶予」の積極的活用を求める。

　　　政策部長、税務課長

　猶予制度の適用に当たっては、法令により定められた事由要件に該当する必要があり、
分割納付額や猶予期間など納付能力を判断するための調査が必要となる。調査に際しては、
所定の申請書に加えて、多種の関係書類の提出が義務付けされており、滞納が累積してい
る納税者は適用外となる規定もある。これらの理由により、現在まで猶予制度の適用はな
いが、制度に関しては、市ホームページによる周知に加え、納付相談窓口には、説明資料
として記載例も掲載した「申請の手引き」を備え、制度の案内ができる体制としている。

その他の質問　○市民の命を守る四国中央市の医療問題について

　　　　　　　○債権管理業務の取り組み上の問題点について

井川　 剛 議員

議会を傍聴してみませんか ?
　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され

る方は、本会議及び委員会当日に、市役所６階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入のうえ、傍聴してください。

　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。

◆ＩＣＴの活用について

　　　昨年 12 月の新議場での議会を機に、議員は議会運営の効率化や議員活動の質の向上を目的にタブ

　　　レット端末を導入し活用している。議員と理事者は対等な立場であり、時代に沿った円滑で効率的

　　　な議会の構築には、理事者にも早くタブレットを導入してほしいがいかがか。

　　　市長

　現在、理事者側においてタブレット端末は６台しかなく、部課長においては大部分、紙
の議案書や予算書などで対応しておりほとんどが紙ベースである。
　ＩＣＴの活用は、早く馴染む人、遅くから始めた人など個人によって相当感覚の差はあ
る。しかし、本議会では、部課長ともよく相談しながらタブレット端末導入に向けて、予
算を組みたい。また、安価なアンドロイド端末などの運用が可能かどうかも検討しながら、
前向きに早く予算化したいと考える。

10/7 学力テスト結果公表の要望書の提出

　愛媛県下において、本市のみが全国学力・学
習状況調査（全国学力テスト）の市町別平均正
答率が非公表だったことから、10 月７日（月）
に、公表を求める要望書を議員 22 名中、15
名の連名をもって、東誠教育長へ提出しました。
　要望書については、地域全体で教育を支える
ため、市民に広く情報開示するよう求めるもの
となっています。



　

　

　

◆社会的入院について、本市の実情とご所見を伺う

　　　ショートステイでの対応や、介護保険施設などへの入所が困難な例が多数見られる。介護者の負担が増大

　　　した結果、やむを得ず医療機関に入院せざるを得ない、いわゆる社会的入院の問題が全国的に顕在化しつ

　　　つあるが、本市の実情とご所見を伺う。

　　　 副市長

　医療依存度が低い重度の慢性疾患、認知症の高齢者などが、介護者の負担などによって長
期入院を余儀なくされる社会的入院の実態は、全国的にも大きな課題となっており、解消に
向けた体制の整備が急務である。解消には介護者の負担軽減による在宅生活継続を目指した
医療・介護の連携、介護医療院の創設などが効果的であると言われている。これらはいずれ
も重要な施策の一つとして、本市においても相談支援体制や、医療・介護の連携体制の充実、
介護医療院への転換整備など、順次実施しており早期の介護予防、認知症予防に取り組みそ
の防止を図っているところである。このような取り組みは第８期介護保険事業計画において
も継続し、社会的入院の早期解消を図りながら、要介護者やその家族の生活の質的水準の更
なる向上にも努めたいと考える。

その他の質問　○被災地支援について　○市内交通環境について

　　　 建設部長、都市計画課長

　広場に備える機能を考える中で、近年の猛暑への対策として、緑化施設や日射の遮蔽に
よる体感温度の低減や、ミストにより涼感が得られる施設などを検討している。訪れた子
どもたちが安全に遊べるよう川之江ふれあい交流センターと連携を図りながら、管理・運
営面を含めて具体的な整備内容を検討したい。
　完成時期について、市民会館川之江会館などの解体が令和２年２月末に完了予定であり、
今年度末には整備工事に着手し、令和２年夏頃の完成を目指している。

◆川之江ふれあい交流センター広場の整備について伺う

　　　市民会館川之江会館の解体後の駐車場を含めた広場は、避難所として防災機能を備えた人に温かく触れ合

　　　える場所とのことだが、前回提言した、猛暑の夏を子どもたちが快適に安心して水遊びができ、高齢者の

　　　方にもゆっくりと憩える噴水プールなどの検討はどうなったか。また、広場全体の完成はいつ頃か。

その他の質問　○デマンドタクシーについて　○がん検診について

◆安心・安全のまちづくりについて

　　　消防行政において、建造物の大型化や構造の複雑さに伴い、消防技術の高度化、防災対策の強化・

　　　充実、また救急出動の増加への対応など業務は複雑、多様化している。現在の消防職員数において、

　　　火災・救急・災害救助や日頃の訓練、研修などにおいての問題点や課題はないのか。

谷内　 開 議員

　　　市長

　本市の消防職員数については、本年４月１日現在、条例定数 142 人に対し 130 人となっ
ている。当本部においては、現状の体制で各種災害に対応するために、日ごろから災害対
応訓練や各署所間での連携訓練などを実施している。また、県消防学校などの各種教育課
程へ職員を入校させ、知識や技能の向上なども図っている。課題としては、ここ数年職員
の定年退職が重なり、若手職員の割合が高くなっている関係で、災害に対する職員の経験
不足が懸念され、技術の伝承などが必要となっている。今後更に日々の訓練に励み、各種
研修を積極的に行うなど、本市の消防力の維持・向上に努めていきたい。

その他の質問　○行政課題について

国政　 守 議員

石津千代子 議員



　

　

　

◆全国学力・学習状況調査の結果を愛媛県内 20 市町で本市のみが公表しなかったことについて

　　　８月 22 日の愛媛新聞に掲載された 2019 年度全国学力テストの県内 20 市町別平均正答率の表で今

　　　年も本市だけが「非公表」となっている。これでは私たち市民が本市の子どもたちの成績が分からず、

　　　全国や県レベルとの比較もできず問題点も分からない。公表すべきだが非公表の理由は何か。

　　　市長、教育長

　本来これらの調査が目指すべきは、個々を伸ばすところにあり、他との比較ではなく、調
査の結果をどのように活用し、子どもたちの教育にどう生かしていくかということを説明す
ることが大切だと考える。他市と比較して序列化や過度な競争を招く恐れもあることから、
成果と課題を検証し、各学校での教育指導の改善に役立てることが大切だと考える。以上の
理由から教育委員会での協議を経て、教科の平均正答率の数値の公表は行わないが、各教科
の領域別に正答率をグラフで示したり、成果や課題、具体的な改善策を文章で示したりした
ものを四国中央市や愛媛県教育委員会のホームページで公表している。子どもたちの「知・徳・
体」のバランスのとれた成長を図っていきたい。

その他の質問　〇 10 月より消費税が８％から 10％に増税されることを受けて

石川　 剛 議員

　　　市長

　本市のＢＣＰは平成 30 年３月に策定されており、その計画書の中で、災害対策本部・支
部における分掌事務と応急業務の内容について定めており、それぞれの応急業務に対する
担当課の役割を具体的に明記し、毎年４月の機構改革や人事異動に合わせて、各課におい
て応急業務の見直しを行うとともに職員への周知を図っている。
　また、危機管理を担う人材育成の取り組みとしては、東京都調布市にある消防大学校へ
の入校をはじめ、県や防災関係機関が主催する防災分野における多様な研修会に参加し、
防災担当職員の危機管理能力のスキルアップに努めているところである。

◆危機管理行政について

　　　災害が決して他人事ではないという認識が市職員のみならず一般市民にも共有されるようになった

　　　と感じられる現状において、なお一層市職員の防災スキルの向上が期待されるが、各課のＢＣＰの

　　　進捗や職員への周知、危機管理を担う人材育成はどのようにしているか。

その他の質問　○自動車配車サービスの導入について

◆立地適正化計画と公共交通網形成計画の連携で住民の不安解消を
　　　福井県福井市と滋賀県草津市が誘導区域（都市機能・居住）外の地域を明確に位置付け、公共交通

　　　網の連携で移動手段を確保するコミュニティバスなどのこまめな運行で生活に配慮することに学び

　　　本市の新宮などの僻地（都市計画区域外）の住民に目配りし、同様の手当てで不安の解消を求める。

三好　 平 議員

　　　経済部長、建設部長

　平成 30 年３月に策定・公表された立地適正化計画では、計画の具体化を図るための重
点施策として、「地域公共交通網形成計画」と「都市・地域総合交通戦略」の策定が位置
付けられている。この地域公共交通網形成計画は、地域の公共交通の現状・問題点、課題
の整理を踏まえて、公共交通ネットワーク全体を一体的に形作り、持続させることを目的
に、地域全体の公共交通の在り方や、住民、交通事業者、行政の役割を定めるものである。
この計画は市内全域を対象として、今後検討される予定の計画であるので、都市計画区域
外の地域についても、公共交通に関する課題や将来像などが議論されることになる。公共
交通網の形成においては、市内全域の公共交通の維持確保に向けよりよい計画作りに繋げ
ていきたい。

その他の質問　○限定特定行政庁の経緯と見通しについて　○幼児教育・保育の無償化について

吉田善三郎 議員



　

　

　◆放課後児童クラブの待機について

　　　支援員不足により市東部で、１学期から３年生 132 人が入会できず待機になっていたが、夏休み期

　　　間中の対応、また、２学期の状況並びに、来年度以降の対策を伺う。

　　　市長、福祉部長、こども課長
　夏休み期間中の対応については、市役所全体で取り組み、小・中学校や高等学校、公民館などの協
力もあり、確保できたアルバイトの人数は昨年度の約３倍となった。ほかにシルバー人材センターか
らの人材派遣で、受け入れ体制を整えることができ、３年生の待機児童のうち夏休みの利用希望者全
員の受け入れを行った。
　２学期の状況として、夏休み期間中のアルバイトの一部の方の継続勤務や、４月から人事課雇用
職員が５名増、こども課雇用職員が17名増となり、また、シルバー人材センターからの派遣などで、
最低限の受け入れ体制が整ったことから、３年生の利用希望者全員を継続して受け入れている状況で
ある。
　来年度以降の対策として、引き続き支援員の確保に努め、利用調整の導入や支援員の処遇改善に伴
う利用料金の見直し、民間団体やＰＴＡ・愛護班など地域による運営方式の導入なども検討している。

　　　副市長、教育長、教育指導部長、発達支援課長
　県立の特別支援学校に入学する児童生徒について、愛媛県教育委員会に報告するのは市教
育委員会学校教育課であり、報告期限は入学する前年度の 12月 31日となっている。分校開
校に向けて、保護者説明会を早い段階で開催していただけるように愛媛県教育委員会に対し
て要請しているところである。また、就学についてお悩みの場合は、早めに学校教育課か在
籍園や在籍校までご相談いただきたい。現在、通級指導教室に通っている児童については特
別支援学校への就学対象となっていないので、ご理解いただきたい。
　太陽の家移転問題について、担当部署において色々な角度から検討しており、今後も協議
を加速させていきたい。設計においては、現場職員の声を生かすべく、本年５月から月に２
回程度の職員会議を開催し、先進地の情報なども参考に、意見を出し合っているところである。

◆県立新居浜特別支援学校分校開校に当たり当該家族への説明を問う。太陽の家移転問題の進捗は

　　　開校に当たり、当該家族への説明や相談の機会を積極的に実施するべきではないか。就学前、就学中、

　　　分校からの転校など多くのケースがあるが、その悩みに答える用意はできているか。また、太陽の

　　　家の移転問題の進捗を問う。加えて設計においての配慮を願う。

その他の質問　○放課後児童クラブの今後の見通しを問う

一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

吉原　 敦 議員

　　　教育管理部長、教育総務課長
　エアコン設置の進捗状況について、中学校６校においては当初の工期通り今年８月までに
空調設備の設置が完了した。小学校については、３期に分けて工事を発注しており、既に１
期工事及び２期工事は発注済みである。完成は１期工事が 10月、２期工事は１月を予定して
いる。３期工事は９月中旬に入札を行い工期は３月の予定である。
　ブロック塀については、４期に分けた発注を進めており、１期工事は契約を終え、小・中
学校６校で着工しており、既設のブロック塀の撤去作業を行っている。２期３期工事につい
ても設計作業が完了次第、順次改修予定となっている。また、国の特例交付金対象外となる
工事についても、現在設計作業を進めており、４期工事として予算化を予定している。

◆エアコン設置とブロック塀改修で子どもたちに安心安全の「学び場」を

　　　昨年６月議会で小・中学校へのエアコン設置が示され、現在中学校の整備が完了し、小学校 19 校

　　　は３期に分け工事が始まった。ブロック塀は 20 の小・中学校にあり、現行法令基準を満たさない

　　　19 校を４期に分け改修が進んでいる。現在の進捗状況や予定を質す。

山川 和孝 議員

飛鷹 裕輔 議員

その他の質問　○公共料金納付のコンビニエンスストア収納など利便性向上について

　　　　　　　○ハザードマップの種類と内容、更新計画について　○地域の市道、大町中通り線・寒川中央線整備について

その他の質問　○エアコン設置などの熱中症対策について

　　　　　　　○学校図書の充実と、住民にとって利用しやすい図書館について
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　令和元年第３回定例会は、去る９月３日から９月

20 日までの 18 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、市長提出議案 23 件、認定２件、諮

問１件が上程されました。

主な内容
① 一般質問 ･･････････････P35 ～ P32
② 議決結果一覧 ････････････････P31
③ 委員会の審査概要 ･･････P30 ～ P28
④ 議会報告会について ･･････････P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています

愛媛県下初となる議会 BCP（業務継続計画）を策定しました！

　四国中央市議会ＢＣＰ（業務継続計画）は、災害時における議会及び議員の役割や行
動方針を明らかにすることにより、迅速な議会の機能回復を図り、早期の復旧・復興を
果たすことを目的とし、令和元年９月 20 日に策定しました。
　この計画に基づいて、11 月４日（月）に初動期対応訓練を実施します。

※ＢＣＰとは　BUSINESS CONTINUITY PLAN　（業務継続計画）

自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態が発生したときに、

事業資産の損害を最小限に留めつつ、中核となる活動の継続あ

るいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき行動や

緊急時における事業継続のための方法・手段などを取り決めて

おく計画のこと。

詳しくは

四国中央市議会 BCP

　台風 19 号の被害に遭われた皆さまには、心より
お見舞い申し上げます。被災された皆さまが、一日
も早く平常の生活に戻ることができますようお祈り
申し上げます。
　この度、県下では初となる議会 BCP を策定いた

しました。災害時における議会の迅速な機能回復を図り、早期復
旧、復活を果たすことは、早期に地域住民の状況を把握し、いち
早く様々な対応が可能になることに繋がるものと確信しておりま
す。どうか市民の皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　四国中央市議会議長　原田泰樹
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